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東日本大震災 日本の災害ボランティアの経験を世界の教訓に

NGO ピースボート、GNDR で声明を発表。 

　この度、NGO ピースボートでは、3 月 20 日・21 日、オランダ・ハーグで開催された GNDR（地球市民社会の防災ネッ

トワーク）会議に参加し、被災コミュニティの再建と災害ボランティアの必要性について、声明を発表しました。

　GNDR は、国際的な防災・減災に向けた活動に市民社会の声を反映させようと、2007 年 7 月ジュネーブで開催され

た「第 1 回国連国際防災戦略事務局（UNISDR）」防災グローバルプラットフォーム会合で設立され、現在 600 を越える

団体と個人が加盟しているネットワークです。今回の GNDR 会議は、来月 5 月にジュネーブで開かれる UNISDR 会議

に向けた準備会でもあり、各国から約 130 名が参加、日本からはピースボート、国際協力 NGO センター(JANIC)、 

Church World Service の三団体の代表らが出席しました。

　会議の場で強く感じたのは、世界の大半の防災関係者らが、東日本大震災に対して「日本の防災は世界でもトップ

レベルで、東北の被災地もすでに復興しているだろう」との印象を持っているということ。仮設住宅での厳しい生活環

境、福島では住民避難・帰還の将来像が見えないばかりか事故処理すら終わっていないことなど、私たちが現場で

日々目の当たりにしている東北の現実は予想以上に届いていませんでした。また、震災発生後から今日に至るまで、

多くの NGO/NPOやボランティアが活動しコミュニティの再建を支えてきていますが、その経験やノウハウが国外議論

で留まってしまい、世界の防災や減災に役立つ教訓として共有されていないことも大きな課題だと感じました。

　ピースボートとしては、宮城県石巻市を中心に延べ8万人を越えるボランティアコーディネートを行った経験を踏まえ、

今回の GNDR 会議の中で「災害へのレジリエンスが強いコミュニティを作るために」と題する声明（別紙にて全文掲

載）を発表しました。また、5 月の UNISDR 会議、また 2015 年に日本で開催される国連防災世界会議の場など、今後

も積極的に国際社会への提言活動を続けていく予定です。

　東日本大震災を経験した日本の NGO として、犠牲になった多くの尊い命に応えるためにも、国内だけでなく国境を

越えた防災・減災への取り組みにつなげることが必要だと思っています。GNDR 会議に参加した山本隆へのインタ

ビュー、UNSIDRや国連防災世界会議に向けたピースボートや NGO の取り組みへの取材など、ぜひご検討ください。
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